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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
法
／
能
力
／
学
園
モ
ノ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
７
９
６
Ｙ

【
作
者
名
】

　
笹
倉

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
嘘
の
新
年
」
に
行
わ
れ
た
入
学
式
。
リ
ン
ゴ
が
が
し
ゃ
が
し
ゃ
と
音
を
立

て
て
答
辞
を
述
べ
た
。
「
学
園
」
は
弱
肉
強
食
―
―
。
入
学
初
日
か
ら
不
名
誉

な
異
名
、
「
子
作
り
」
（
ラ
ヴ
メ
ー
カ
ー
）
を
つ
け
ら
れ
た
七
臣
蔵
人
は
、
ど

う
に
か
こ
う
に
か
、
学
園
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
く
。
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四
月
一
日
／
「
嘘
の
新
年
」

　四
月
一
日
／
「
嘘
の
新
年
」
／
入
学
式

　
モ
ニ
タ
ー
に
学
園
長
（
？
）
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
場
内
で
新
入
生
た
ち

が
ざ
わ
つ
い
た
。
司
会
役
の
教
頭
が
そ
れ
を
鎮
め
る
。
「
嘘
の
新
年
」
、
入
学

式
の
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る
。
「
学
園
長
か
ら
の
有
り
難
い
お
言
葉
」
と
教

頭
に
紹
介
さ
れ
、
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
た
学
園
長
。
そ
の
容
姿
は
、
林
檎

で
あ
っ
た
。
正
確
に
言
え
ば
、
林
檎
が
ベ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
林
檎
の
中
心
に
大

き
な
目
が
一
つ
、
つ
い
て
い
る
（
ま
る
で
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
キ
ュ
ー
プ
ロ
ク
ス

の
よ
う
な
目
だ
）
。
そ
れ
か
ら
、
林
檎
の
下
の
方
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
？

　
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
は
？
　
表
現
の
仕
方
は
分
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く

何
か
が
つ
い
て
い
る
。
機
械
だ
。
長
方
形
の
銀
色
の
機
械
が
つ
い
て
い
る
。
そ

の
長
方
形
か
ら
右
、
左
に
そ
れ
ぞ
れ
四
本
。
計
八
本
の
細
い
針
金
の
よ
う
な
も

の
が
つ
い
て
い
る
。
「
足
」
だ
。
そ
れ
が
か
し
ゃ
か
し
ゃ
と
音
を
立
て
て
、
モ

ニ
タ
ー
に
映
っ
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
目
が
ま
ば
た
き
を
す
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー

音
の
よ
う
な
音
。

「
四
月
馬
鹿
ど
も
」

エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル

　　
合
成
音
声
で
、
嘘
に
騙
さ
れ
た
人
―
―
新
入
生
―
―
に
林
檎
が
語
り
か
け
る
。

エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
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「
入
学
お
め
で
と
う
。
諸
君
ら
は
学
園
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
君

た
ち
に
は
数
千
、
数
万
も
の
魔
法
公
式
、
魔
方
陣
を
覚
え
て
貰
う
こ
と
に
な
る
。

君
た
ち
の
頭
は
埋
め
尽
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
脳
の
容
量
は
空
け
て
き
た
か
？
　

メ
モ
リ
ー

能
力
者
諸
君
は
ま
だ
し
も
、
無
能
力
者
の
諸
君
は
大
変
な
努
力
が
必
要
に
な
る

だ
ろ
う
。
も
う
死
に
た
い
！
　
だ
と
か
、
殺
し
て
く
れ
！
　
だ
と
か
。
そ
う
い

う
時
に
は
学
園
の
優
秀
な
教
師
陣
に
言
う
よ
う
に
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
、
あ
ら
ゆ

る
能
力
、
あ
ら
ゆ
る
魔
法
、
あ
ら
ゆ
る
体
術
で
、
君
た
ち
を
絞
め
て
殴
っ
て
切

っ
て
煮
て
焼
い
て
捻
り
切
り
磨
り
潰
し
―
―
殺
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
よ
く
聞

け
、
義
務
教
育
は
終
わ
っ
た
。
君
た
ち
は
魔
力
を
持
っ
て
い
る
か
ら
此
処
に
来

た
。
も
う
遊
び
の
時
間
は
終
わ
っ
た
ん
だ
よ
。
終
わ
っ
た
ん
だ
」

　
林
檎
中
央
の
目
が
三
日
月
状
に
歪
む
。
笑
っ
て
い
る
の
だ
。

「
以
上
を
も
っ
て
、
異
常
を
持
っ
て
！
　
学
園
長
か
ら
の
有
り
難
い
お
言
葉
と

す
る
。
諸
君
、
」

　
映
像
が
消
え
る
。
モ
ニ
タ
ー
は
黒
一
色
。

「
今
日
は
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
だ
よ
。
全
て
、
嘘
と
い
う
事
に
す
れ
ば
い
い
さ

！
」

　
合
成
音
声
だ
け
。
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四
月
一
日
／
１
－
Ａ

　
七
臣
は
溜
息
を
つ
い
た
。
入
学
式
が
終
了
し
、
そ
の
ま
ま
能
力
査
定
が
行
わ

シ
チ
オ
ミ

れ
、
ク
ラ
ス
が
割
り
振
ら
れ
て
（
能
力
の
有
無
、
性
質
な
ど
を
考
え
て
割
り
振

ら
れ
る
ら
し
い
）
、
教
室
に
入
れ
た
の
が
入
学
式
か
ら
六
時
間
後
。
既
に
時
刻

は
三
時
頃
だ
。
一
時
頃
に
は
帰
れ
る
と
思
っ
て
た
、
と
も
う
一
度
溜
息
。
そ
れ

か
ら
、
何
故
こ
の
Ａ
組
だ
け
教
室
が
五
階
の
離
れ
の
離
れ
な
の
か
、
と
も
溜
息
。

他
の
一
年
生
は
四
階
、
僕
た
ち
は
五
階
じ
ゃ
あ
差
別
じ
ゃ
な
い
か
、
と
七
臣
は

考
え
る
。
そ
れ
か
ら
、
七
臣
は
周
り
を
見
る
。
十
八
人
―
―
七
臣
は
カ
ウ
ン
ト

す
る
。
自
分
合
わ
せ
て
十
九
人
。
自
分
の
後
ろ
の
席
が
一
つ
空
い
て
い
る
だ
け

だ
か
ら
、
ク
ラ
ス
の
人
数
は
二
十
人
。
み
な
大
人
し
く
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。

入
学
一
日
目
だ
か
ら
、
こ
ん
な
も
の
か
、
と
考
え
る
。

　
が
ら
り
、
と
教
室
の
戸
が
開
く
。
み
な
が
そ
ち
ら
に
目
を
向
け
る
。
戸
を
開

け
た
主
―
―
長
身
の
女
―
―
は
、
「
ひ
！
」
と
小
さ
な
悲
鳴
を
上
げ
た
。
み
な

の
注
目
を
浴
び
て
吃
驚
し
た
の
だ
ろ
う
、
と
七
臣
は
推
測
す
る
。
長
身
の
女
は

腰
を
曲
げ
て
、
頭
を
ぺ
こ
ぺ
こ
と
下
げ
な
が
ら
移
動
し
、
七
臣
の
後
ろ
の
席
へ

座
っ
た
。
シ
ョ
ー
ト
ボ
ブ
の
髪
が
少
し
揺
れ
る
。
色
白
で
、
鼻
筋
が
通
っ
て
い

る
。
目
は
大
き
く
、
ま
つ
げ
は
長
い
。
唇
は
薄
い
ピ
ン
ク
。

　
―
―
さ
て
、
突
然
で
あ
る
が
こ
こ
で
七
臣
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

　
七
臣
蔵
人
。
十
五
歳
。
能
力
持
ち
。
水
系
、
氷
系
、
縛
系
魔
法
が
苦
手
（
魔

シ
チ
オ
ミ
ク
ロ
ウ
ド

法
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
）
。
体
術
は
得
意
。
黒
髪
。
髪
型
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
。

眉
に
か
か
る
程
度
の
前
髪
。
色
は
日
本
人
の
平
均
程
度
。
右
耳
に
ピ
ア
ス
三
個
。
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舌
に
も
一
つ
。
左
胸
、
右
肩
甲
骨
に
タ
ト
ゥ
ー
あ
り
。
あ
ま
り
素
行
の
い
い
よ

う
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
性
格
は
世
間
一
般
の
不
良
の
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
に
、

見
栄
っ
張
り
だ
と
か
、
派
手
好
き
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
な
い
。
能
力

に
つ
い
て
は
今
は
記
述
し
な
い
が
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
能
力
を
発
現
し
て
い

た
、
先
天
性
。
そ
の
他
特
筆
す
べ
き
点
は
な
い
。
な
い
が
、
強
い
て
言
う
な
ら

ネ
ガ
テ
ィ
ブ

―
―

　　
―
―
彼
は
超
肉
食
系
男
子
だ
っ
た
。

　
七
臣
は
立
ち
上
が
る
。
椅
子
が
が
た
り
を
音
を
立
て
、
周
り
の
注
目
が
七
臣

に
向
く
。
後
ろ
の
長
身
の
女
生
徒
の
机
に
だ
ん
、
と
手
を
つ
け
る
。
ま
た
、
ひ
、

と
小
さ
な
悲
鳴
を
あ
げ
る
女
生
徒
。

「
お
名
前
は
！
？
」

　
七
臣
は
大
き
な
声
を
出
す
。
周
り
の
生
徒
達
が
怪
訝
な
顔
を
す
る
。
え
、
と

長
身
の
女
生
徒
は
聞
き
返
す
。
お
名
前
は
！
？
　
と
ま
た
同
じ
質
問
を
す
る
。

女
生
徒
は
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
り
な
が
ら
、
答
え
る
。

「
は
、
花
村
…
…
夏
木
で
す
」

「
ナ
ツ
キ
！
」

「
は
、
は
い
！
」
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ナ
ツ
キ
は
思
わ
ず
背
を
伸
ば
す
。
七
臣
は
ぐ
い
、
と
ナ
ツ
キ
に
顔
を
近
付
け

る
。
鼻
と
鼻
が
触
れ
合
う
位
の
距
離
だ
。

「
僕
と
セ
ッ
ク
ス
を
し
よ
う
！
」

　
七
臣
蔵
人
の
不
名
誉
な
異
名
の
理
由
は
、
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。

　
「
子
作
り
」
―
―
入
学
初
日
に
決
ま
っ
た
、
彼
の
異
名
の
一
つ
だ
。

ラ
ヴ
メ
ー
カ
ー

　



7

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
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あ
た
っ
て
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